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葛
飾
北
斎

す み だ 北 斎 美 術 館 蔵
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『
駿
州
片
倉
茶
園
ノ
不
二
』 

 

（
す
ん
し
ゅ
う
か
た
く
ら
ち
ゃ
え
ん
の
ふ
じ
）

　
こ
の
図
は
、
葛
飾
北
斎
筆
の
名
所
絵
（
浮
世
絵
風

景
画
）『
冨
嶽
三
十
六
景
』
の
う
ち
の
1
枚
。

　
駿す

る

河が
の

国く
に

は
現
在
の
静
岡
県
東
部
付
近
を
い
う
。
駿す

ん

東と
う

郡ぐ
ん

清し

水み
ず

町ち
ょ
うに

徳と

倉く
ら

と
い
う
地
名
が
あ
り
、「
徳
倉
」

を
「
片か

た

倉く
ら

」
と
誤ご

刻こ
く

し
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

た
が
、最
近
で
は
中
野
村（
現
在
の
富
士
市
の
一
部
）

の
小こ

字あ
ざ

に
東
片
倉
・
西
片
倉
が
あ
り
、
同
所
か
ら
望

ん
だ
富
士
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
京
都
の
宇
治
と
共
に
駿
河
は
茶
の
名
産
地
で
、
彼か

方な
た

ま
で
続
く
大
規
模
な
茶
園
で
、
忙
し
く
立
ち
働
く

様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
女
た
ち
が
並
ん
で
茶
摘
み

を
し
、
男
た
ち
は
摘
ん
だ
茶
葉
を
籠か

ご

に
詰
め
込
み
、

そ
の
籠
を
天
秤
や
馬
で
右
手
の
建
物
に
運
ん
で
い
る
。

　
背
後
の
富
士
に
は
雪
が
多
く
残
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
春
の
新
し
い
茶
摘
み
の
様
子
か
。

　
画
中
の
二
頭
の
馬
に
は
版
元
の
永え

い

寿じ
ゅ

堂ど
う

の
家
紋
が

見
え
、
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
宣
伝
が
施ほ

ど
こさ

れ
て
い
る
。

葛
飾
北
斎
と
は（
晩
年
〜
飽
く
な
き
画
欲
〜
4
）

　『
画え

本ほ
ん

彩さ
い

色し
き

通つ
う

』
は
、
筆
の
使
い
方
や
彩
色
法
、
絵

具
の
調
合
な
ど
が
詳
し
く
説
か
れ
て
い
る
。
銅
版
画

の
製
法
や
油
絵
の
技
法
に
ま
で
言
及
し
て
お
り
、
実

際
に
北
斎
が
そ
れ
を
行
な
い
え
た
か
は
別
と
し
て
、

彼
の
西
洋
絵
画
に
対
す
る
知
識
が
う
か
が
え
る
好
資

料
で
あ
る
。

 

（
続
く
）

3
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e⊖Taxならネットで自宅、オフィスからラクラク申告できます�

　
当
会
主
催
の
新
春
講
演
会
が
1

月
17
日
㈪
ア
ン
フ
ェ
リ
シ
オ
ン
で

開
か
れ
、
落
語
家
、
タ
レ
ン
ト
の

桂
米
助
師
匠
を
講
師
に
迎
え
「
元

気
と
笑
い
の
あ
る
人
生
」
と
題
し
、

ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

桂
米
助
師
匠
を
講
師
に
新
春
講
演
会
を
開
催

ｅ‒
Ｔ
ａ
ｘ
・
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
X
利
用
推
進
宣
言
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
共
同
推
進
宣
言
を
行
う

新
年
賀
詞
交
歓
会
を
開
く

亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜

第
11
回
「
簿
記
3
級
検
定
」
講
座

　
　
　
全
14
回
終
了

　
講
演
会
終
了
後
、
来
賓
の
山
﨑

江
東
区
長
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

そ
の
後
、
江
東
東
税
務
親
和
会
主

催
に
よ
る
、
2
0
2
2
ｅ
-Ｔ
ａ

ｘ
・
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
利
用
推
進
宣
言

及
び
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
共
同

推
進
宣
言
を
行
い
、
楠
江
東
東
税

務
署
長
、
江
東
区
佐
藤
課
税
課
長

に
宣
言
文
を
そ
れ
ぞ
れ
松
本
会
長

か
ら
手
交
し
た
。

　
続
い
て
、
新
年
賀
詞
交
歓
会
が
、

来
賓
、
当
会
会
員
及
び
他
の
税
務

協
力
団
体
の
会
員
が
参
加
し
て
開

催
さ
れ
た
。

　
江
東
東
税
務
親
和
会
の
大
山
副

会
長
か
ら
開
会
の
言
葉
が
あ
り
、

続
い
て
、
主
催
者
を
代
表
し
て
、

松
本
会
長
が
冒
頭
、「
年
が
明
け
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

患
者
数
が
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
り
、

急
激
に
増
大
し
て
お
り
、
本
年
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
、
規
模
を
縮

小
し
、
懇
談
会
は
中
止
と
し
た
こ

と
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

　
次
に
、
国
税
及
び
地
方
税
当
局

が
組
織
を
挙
げ
て
推
進
し
て
い
る

e
-T
a
x・
e
L
T
A
X
の
利
用

普
及
及
び
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付

の
推
進
に
努
め
、
さ
ら
に
は
令
和

5
年
10
月
1
日
か
ら
導
入
さ
れ
る

適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
に
対
す

る
説
明
会
等
を
開
催
し
、
周
知
、

定
着
を
図
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、

我
々
税
務
協
力
団
体
が
連
携
し
て

邁
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」と

挨
拶
し
た
。

　
続
い
て
、
来
賓
の
楠
久
幸
江
東

東
税
務
署
長
か
ら
、
日
頃
の
税
務

行
政
へ
の
協
力
の
謝
意
と
更
な
る

協
力
を
要
請
す
る
挨
拶
を
い
た
だ

い
た
。

　
今
回
で
11
回
目
を
迎
え
た
法
人

会
主
催
の
「
簿
記
3
級
検
定
」
講

座
が
、
令
和
3
年
11
月
11
日
か
ら

令
和
4
年
1
月
18
日
ま
で
、
全
14

回
に
わ
た
り
法
人
会
館
2
階
研
修

室
で
行
わ
れ
た
。

　
講
師
に
は
、
東
京
税
理
士
会
江

東
東
支
部
所
属
の
重
田
直
孝
税
理

士
を
迎
え
、
テ
キ
ス
ト
や
講
師
作

成
の
プ
リ
ン
ト
な
ど
を
使
用
し
た

講
座
と
な
っ
た
。

　
今
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
と
し

て
、
三
密
を
避
け
る
た
め
に
定
員

を
12
名
に
限
定
し
て
募
集
し
た
と

こ
ろ
、
7
名
の
方
が
受
講
し
た
。

　
簿
記
と
は
「
帳
簿
記
入
」
の
略

語
と
し
て
生
ま
れ
た
言
葉
。
仕
入

や
販
売
、
経
費
の
支
払
い
な
ど
、

日
々
の
取
引
を
記
録
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
、
簿
記
に
よ
り
最
終
的

な
利
益
や
財
産
を
計
算
す
る
な
ど

会
社
に
必
要
不
可
欠
な
知
識
だ
。

　
重
田
税
理
士
は
、
仕
訳
か
ら
記

帳
、
決
算
手
続
き
、
財
務
諸
表
の

作
成
等
を
、
簿
記
の
基
本
原
理
や
、

取
引
の
処
理
な
ど
に
重
点
を
お
い

た
講
義
を
解
り
や
す
く
行
っ
た
。

　
今
年
度
は
7
名
中
、
4
名
の
方

が
皆
勤
賞
、
2
名
の
方
が
準
皆
勤

賞
で
あ
っ
た
。

　
2
月
27
日
㈰
に
行
わ
れ
る
、
日

商
簿
記
3
級
検
定
試
験
の
合
格
を

祈
念
す
る
と
共
に
、
今
回
学
ん
だ

事
を
会
社
実
務
に
役
立
て
て
い
た

だ
き
た
い
。（
1
月
28
日
寄
稿
）

講演される桂米助師匠

挨拶する松本会長

挨拶される楠税務署長

講師の重田税理士

熱心な受講生と講師
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都税がスマートフォン決済アプリで納付できます。
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江東東税務署長賞

三宅冬聖さん

未使用タオル
提供のお願い�

　
皆
様
方
が
お
年
賀
等
で
お
取
引
先
様
な
ど
か
ら
頂
戴
す
る
タ
オ
ル
が
、
未
使
用
で

余
っ
て
い
る
も
の
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
当
会
事
務
局
へ
ご
提
供
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
当
会
で
は
、
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
未
使
用
タ

オ
ル
を
社
会
福
祉
法
人
等
を
通
じ
て
寄
贈
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
災
害
被
災
地

な
ど
で
は
本
当
に
喜
ん
で
使
っ
て
く
だ
さ
る
方
々
が
、
ま
だ
ま
だ
大
勢
い
ま
す
。

　
随
時
受
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
是
非
、
ご
提
供
く
だ
さ
い
。

法人会キャラクター

けんたくん

審査員特別賞

村松拓実さん

法人会は消費税の期限内完納を推進しています。

　
当
会
で
は
女
性
部
会
の
租
税
教

育
活
動
の
一
環
と
し
て
管
内
小
学

校
の
5
年
生
・
6
年
生
の
児
童
を

対
象
に
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル
」
の
募
集
を
平
成
25

年
度
か
ら
毎
年
1
回
行
っ
て
い
る
。

　
第
9
回
目
と
な
る
令
和
3
年
度

は
、
第
1
回
か
ら
第
8
回
ま
で
に

応
募
の
あ
っ
た
7
校
の
校
長
先
生

に
、
応
募
の
依
頼
を
行
っ
た
。

　
8
月
31
日
㈫
を
募
集
締
め
切
り

と
し
て
、
第
一
亀
戸
小
学
校
7
1

名
、
浅
間
竪
川
小
学
校
2
名
、
第

一
大
島
小
学
校
1
7
6
名
、
大
島

南
央
小
学
校
1
名
、
東
砂
小
学
校

4
1
名
と
計
5
校
2
9
1
名
か
ら

作
品
の
応
募
が
あ
っ
た
。

　
応
募
作
品
は
、
楠
江
東
東
税
務

署
長
他
幹
部
職
員
及
び
調
布
市
立

第
八
中
学
校
の
寺
沢
先
生
（
美
術

担
当
）
の
協
力
を
得
て
、
厳
正
な

審
査
を
行
い
、
江
東
東
税
務
署
長

賞
、
江
東
東
法
人
会
長
賞
、
江
東

東
法
人
会
女
性
部
会
長
賞
、
審
査

員
特
別
賞
、
江
東
東
法
人
会
長
特

別
賞
、
入
選
が
次
の
と
お
り
決
ま

っ
た
。

　
　
江
東
東
税
務
署
長
賞

　﹇
第
一
大
島
小
学
校
﹈

　
三
宅
冬
聖
さ
ん
（
6
年
生
）

　
　
江
東
東
法
人
会
長
賞

　﹇
東
砂
小
学
校
﹈

　
坂
本
理
央
さ
ん
（
6
年
生
）

　
　
江
東
東
法
人
会
女
性
部
会
長
賞

　﹇
第
一
亀
戸
小
学
校
﹈

　
古
林
紡
季
さ
ん
（
6
年
生
）

　
　
審
査
員
特
別
賞

　﹇
第
一
大
島
小
学
校
﹈

　
村
松
拓
実
さ
ん
（
6
年
生
）

　
　
江
東
東
法
人
会
長
特
別
賞

　﹇
第
一
大
島
小
学
校
﹈

　
堀
内
星
那
さ
ん
（
5
年
生
）

　﹇
第
一
大
島
小
学
校
﹈

　
小
林
真
綾
さ
ん
（
5
年
生
）

　
　 

入
選
（
10
作
品
）

　﹇
第
一
亀
戸
小
学
校
﹈

　
門
田
咲
希
さ
ん
（
6
年
生
）

　
西
村
瞭
希
さ
ん
（
6
年
生
）

　
櫻
木
日
和
さ
ん
（
6
年
生
）

　
郷
　
柚
希
さ
ん
（
6
年
生
）

　
奥
平
唯
織
さ
ん
（
6
年
生
）

　
藤
井
莉
奈
さ
ん
（
6
年
生
）

　
大
原
夕
芽
さ
ん
（
6
年
生
）

　
山
内
裕
衣
さ
ん
（
6
年
生
）

　﹇
第
一
大
島
小
学
校
﹈

　
矢
部
娃
香
さ
ん
（
6
年
生
）

　
田
井
絵
麻
さ
ん
（
5
年
生
）

　
な
お
、
こ
れ
ら
作
品
の
う
ち
江

東
東
税
務
署
長
賞
を
受
賞
さ
れ
た

三
宅
冬
聖
さ
ん
の
作
品
は
、（
一

社
）
東
京
法
人
会
連
合
会
が
実
施

す
る
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
展
し
た
。

小
学
生
か
ら
291
作
品
の
応
募

第
9
回
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」

江東東法人会女性部会長賞

古林紡季さん

江東東法人会長賞

坂本理央さん
江東東法人会長特別賞

小林真綾さん

江東東法人会長特別賞

堀内星那さん
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めざします。企業の繁栄と社会への貢献

支
部
長
さ
ん
ご
推
薦
の
店
　

43

天
ぷ
ら
・
お
惣
菜
「
天
兵
」

北
砂
第
3
支
部
　
安
藤
支
部
長

安藤支部長

組合せいろいろ
おにぎりセット
お袋の味の煮物
100ｇ 250円～

砂町銀座西口入ってすぐ
黄色い軒先テントが目印
お食事処は左側入口より

揚げたて天ぷらがズラリ
野菜の天ぷら 各110円
「むきえびのかきあげ」
 130円

お
食
事
が
楽
し
め
る
お
店
だ
。

店
頭
に
は
20
種
類
は
超
え
る
揚
げ

た
て
の
「
天
ぷ
ら
」
の
他
、「
き
ん

ぴ
ら
」「
金
時
豆
」「
か
ぼ
ち
ゃ
」

「
切
干
大
根
」
な
ど
の
煮
物
、「
天

む
す
」
や
「
お
こ
わ
」
の
お
に
ぎ

り
、「
五
目
ず
し
」
な
ど
、
す
べ
て

手
作
り
の
お
品
が
ズ
ラ
リ
と
並
ん

で
い
る
。

　
二
代
目
店
主
の
平
井
さ
ん
を
中

心
に
奥
様
、
お
姉
様
、
甥
っ
子
さ

ん
ら
が
協
力
し
て
調
理
を
担
当
し
、

お
客
様
か
ら
の
注
文
も
手
際
よ
く

袋
に
詰
め
て
く
れ
る
。
ま
た
店
主

の
お
母
さ
ま
（
84
才
）
が
早
朝
か

ら
作
る
煮
物
は
お
袋
の
味
と
し
て

フ
ァ
ン
が
多
い
。

　
人
気
の
天
ぷ
ら
は
、「
む
き
え

び
の
か
き
あ
げ
」「
え
び
天
」の
他
、

「
ま
い
た
け
天
」「
ご
ぼ
う
天
」、
分

厚
い
「
か
ぼ
ち
ゃ
天
」
な
ど
、
時

間
が
経
っ
て
も
美
味
し
く
頂
け
る

よ
う
に
カ
リ
ッ
と
揚
げ
て
あ
る
。

　
う
ぐ
い
す
色
の
暖
簾
を
潜
っ
た

　
今
回
は
、
北
砂
第
3
支
部
・
安

藤
支
部
長
が
推
薦
す
る
天
ぷ
ら
・

お
惣
菜
の
店「
天
兵（
て
ん
ぺ
い
）」

さ
ん
を
訪
問
し
た
。

　
お
店
は
、
砂
町
銀
座
商
店
街
西

口
、
明
治
通
り
側
か
ら
入
っ
て
す

ぐ
の
右
側
に
あ
る
。

　
お
店
の
創
業
は
昭
和
50
年
、
旬

の
素
材
を
使
っ
た
天
ぷ
ら
や
お
惣

菜
、
お
に
ぎ
り
、
お
弁
当
の
店
頭

販
売
の
他
、
お
昼
の
み
店
内
で
の

店
内
に
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
席
3
席
、

4
人
用
テ
ー
ブ
ル
3
卓
が
あ
り
、

定
食
や
蕎
麦
な
ど
が
い
た
だ
け
る
。

定
食
は
ご
飯
、味
噌
汁
、小
鉢
、漬

物
、
フ
ル
ー
ツ
ま
で
つ
い
て
9
0

0
円
か
ら
。「
天
ぷ
ら
定
食
」「
天

ぷ
ら
蕎
麦
」、
エ
ビ
・
イ
カ
・
キ

ス
・
鳥
の
唐
揚
げ
の
「
ミ
ッ
ク
ス

フ
ラ
イ
定
食
」
な
ど
の
他
、
数
量

限
定
の
「
お
刺
身
定
食
」
も
人
気

で
、
営
業
を
待
っ
て
い
た
お
客
さ

ん
で
す
ぐ
に
満
席
に
な
る
ほ
ど
。

　
日
替
わ
り
弁
当
は
、
店
主
が
当

日
に
メ
ニ
ュ
ー
を
決
め
る
お
楽
し

み
弁
当
で
、
お
値
段
が
5
5
0
円

と
お
財
布
に
優
し
く
ボ
リ
ュ
ー
ム

も
あ
り
、早
々
に
売
り
切
れ
て
し
ま

う
こ
と
も
。
会
合
や
行
楽
な
ど
数

が
決
ま
っ
て
い
る
場
合
は
前
日
ま

連　　載

で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
と
の
こ
と
。

　
店
主
の
平
井
さ
ん
は
「
家
族
で
、

一
つ
ひ
と
つ
手
作
り
し
地
域
の

方
々
に
愛
さ
れ
て
長
年
続
け
て
ま

い
り
ま
し
た
。
砂
町
銀
座
に
お
越

し
の
際
は
是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
」
と
の
こ
と
。

　
住
所
：
北
砂
4
-2
-8

　
電
話
：
3
6
4
6
-5
8
8
1

　
販
売
：
8
時
30
分
〜
19
時

　
飲
食
：
12
時
〜
14
時
30
分

　
休
業
日
：
日
曜
日

（上）五目ずし （大）470円
（下）むきえびの天むすと
　山菜おこわセット
 420円

店主のお楽しみ
大人気！日替わり弁当
このボリュームで 
　　　　　　　 550円

数量限定‼
もちろん天ぷら付
お刺身定食 1，000円

天丼（これで並！） 900円
えび天2本と大ぶりの野菜天
小鉢、フルーツ付

愛嬌たっぷり♡
店主の平井さん
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会員募集中� ｢あなたのお口添えを｣

　
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
特
設
サ
イ

ト
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
！

　
令
和
5
年
10
月
1
日
か
ら
、
消

費
税
の
仕
入
税
額
控
除
の
方
式
と

し
て
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
導
入
さ

れ
ま
す
。
適
格
請
求
書
（
イ
ン
ボ

イ
ス
）
を
発
行
で
き
る
の
は
、「
適

格
請
求
書
発
行
事
業
者
」
に
限
ら

れ
、
こ
の
「
適
格
請
求
書
発
行
事

業
者
」
に
な
る
た
め
に
は
、
登
録

申
請
書
を
提
出
し
、
登
録
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
特
設

サ
イ
ト
」
に
は
①
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
説
明
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
②

国
税
庁
動
画
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
消
費

税
！
今
か
ら
学
ぼ
う
！
イ
ン
ボ
イ

ス
塾
！
等
）
③
制
度
の
概
要
④
Ｑ

＆
Ａ
⑤
取
扱
通
達
⑥
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

等
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
登
録
申
請
書
の
提
出
は
、

令
和
3
年
10
月
1
日
か
ら
受
付
が

開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
特
設
サ

イ
ト
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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●
埋
立
ら
れ
た
川

　
江
東
区
の
自
然
地
理
ほ
ど
変
貌

の
激
し
い
の
は
珍
し
く
、
南
へ
南

へ
と
埋
め
た
て
ら
れ
る
と
今
ま
で

海
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
陸
地
と
な

り
、
と
り
残
さ
れ
た
部
分
が
河
川

と
な
り
、
反
対
に
交
通
機
関
の
発

達
な
ど
に
よ
り
役
立
た
な
く
な
っ

た
河
川
は
ど
ん
ど
ん
埋
め
た
て
ら

れ
て
し
ま
っ
た
。
境
川
は
古
く
あ

っ
た
河
川
で
あ
る
が
、
埋
め
た
て

ら
れ
て
な
く
な
っ
た
川
の
一
つ
で

あ
る
。

　
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
江
東
区
の

発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
も
の
で

あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
歴
史
と
し
て

伝
え
る
こ
と
は
、
埋
立
ら
れ
る
河

川
の
悲
し
い
挽
歌
と
し
て
意
義
あ

る
も
の
と
思
う
。

　
大
正
13
年
2
月
、
関
東
大
震
災

後
の
帝
都
復
興
計
画
に
よ
り
、
復

　
昔
の
境
川
（
砂
村
川
）

（
北
砂
付
近
）

興
計
画
街
路
の
幹
線
街
第
28
号
線

と
し
て
境
川
は
埋
め
ら
れ
、
道
路

と
な
る
こ
と
に
な
り
、
当
時
日
本

橋
浜
町
3
丁
目
か
ら
南
葛
砂
町
に

い
た
る
清
砂
通
り
4
、
7
1
2
米

幅
員
22
米
の
道
路
が
建
設
さ
れ
、

昭
和
5
年
に
完
成
を
み
た
。

　
都
電
境
川
停
留
所
付
近
か
ら
葛

西
橋
に
か
け
て
の
境
川
埋
立
道
路

は
昭
和
3
年
葛
西
橋
の
架
橋
完
成

に
よ
っ
て
府
道
砂
町
浦
安
線
と
し

て
貫
通
し
た
。

　
こ
の
境
川
は
深
川
扇
橋
3
丁
目

の
清
砂
通
り
三
叉
付
近
か
ら
清
砂

通
り
に
そ
っ
て
東
南
へ
の
び
横
十

間
川
と
交
叉
し
て
鉄
路
を
こ
え
、

都
電
境
川
電
停
か
ら
都
電
に
そ
っ

て
葛
西
橋
に
い
た
る
道
路
を
流
れ

て
当
時
の
中
川
に
合
流
し
て
い
た

の
で
あ
っ
た
。
境
川
は
元
禄
時
代

の
江
戸
絵
図
に
の
っ
て
い
て
、
小

名
木
川
に
つ
い
で
古
く
か
ら
こ
の

方
面
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

●
境
川
と
は

　
境
川
は
砂
村
新
田
を
流
れ
て
い

た
の
で
砂
村
川
と
も
称
し
て
い
た
。

砂
村
新
田
の
八
右
衛
門
、
久
左
衛
、

亀
高
、
大
塚
の
四
カ
村
の
南
を
境

し
て
こ
の
川
が
流
れ
て
い
る
の
で

境
川
と
称
し
た
の
で
あ
る
。
　

　
こ
の
境
川
は
古
く
か
ら
灌
漑
用
、

水
運
用
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
砂

村
一
帯
が
江
戸
近
郊
の
農
地
と
し

て
重
要
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
境
川

も
河
川
と
し
て
大
い
に
役
だ
っ
た

の
で
あ
る
が
、
近
代
交
通
機
関
が

発
達
す
る
に
つ
れ
、
ま
た
河
底
が

高
ま
り
干
潮
時
の
航
行
に
支
障
を

き
た
す
よ
う
に
な
り
境
川
の
河
川

の
使
命
は
し
だ
い
に
縮
少
さ
れ
、

関
東
大
震
災
の
復
興
計
画
に
よ
り

幹
線
道
路
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
遂
に
道
路
と
な
っ
て
全
く

河
川
の
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。

　
今
は
わ
ず
か
に
都
電
の
停
留
所

の
境
川
の
名
称
と
砂
町
川
（
も
と

の
東
京
運
河
）
に
か
か
っ
て
い
る

境
川
橋
の
名
称
を
と
ど
め
て
い
る

に
す
ぎ
な
い
。

▲埋められた境川（境川旧電停付近）

報
道
発
表（
令
和
4
年
2
月
3
日
）

【
所
得
税
等
の
確
定
申
告
に
つ
い

て
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
申
告
期
限
ま
で

の
申
告
等
が
困
難
な
方
へ

　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る
感
染
の

急
速
な
拡
大
に
伴
い
、
確
定
申
告

期
間
（
申
告
所
得
税
：
2
月
16
日

〜
3
月
15
日
）
に
か
け
て
、
感
染

者
や
自
宅
待
機
者
の
ほ
か
、
通
常

の
業
務
体
制
が
維
持
で
き
な
い
こ

と
等
に
よ
り
、
申
告
が
困
難
と
な

る
納
税
者
が
増
加
す
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
令

和
3
年
分
確
定
申
告
に
つ
い
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
申
告
等
が
困
難
な
方

に
つ
い
て
は
、
令
和
4
年
4
月
15

日
ま
で
の
間
、
簡
易
な
方
法
に
よ

り
申
告
・
納
付
期
限
の
延
長
を
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。

　
申
告
書
を
書
面
で
提
出
す
る
場

合
の
記
載
方
法

　
申
告
書
の
右
上
余
白
に
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
申
告
・

納
付
期
限
延
長
申
請
」
と
記
載

　
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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▼
コ
ロ
ナ
禍
の

中
₈₃
歳
の
母
は
、

ほ
ぼ
家
で
過
し

て
い
る
。
柴
犬

の
ポ
チ
と
の
朝

晩
の
散
歩
が
母
に
は
最
高
の
運
動

に
な
っ
て
い
る
。
ポ
チ
に
は
感
謝

し
か
な
い
。
今
の
母
の
楽
し
み
は

友
人
と
の
長
電
話
。

▼
そ
の
友
人
が
、
大
腸
の
検
査
で

再
検
査
に
な
っ
た
と
連
絡
が
き
た
。

「
コ
ロ
ナ
じ
ゃ
な
き
ゃ
飛
ん
で
い

く
の
に
」
そ
ん
な
母
の
言
葉
で
何

と
か
会
わ
せ
て
あ
げ
た
い
と
時
期

を
狙
っ
て
い
た
。

管内法人数　4,281社　　法人会員数　1,398社　　加入率　32.66％（令和 ₄年 ₁月₃₁日現在）
バックナンバーはホームページをご覧ください。http:／／www.koto-higashi-h.or.jp／

亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜

1日㈫ インボイス制度説明会 午後 2時30分 法 人 会 館
11日㈮ 決算法人説明会及びインボイス制度説明会 午前の部

 午後の部
午前 9時15分
午　後　 2 　時

カメリアプラザ
〃

16日㈬ インボイス制度説明会 午後 2時30分 法 人 会 館
22日㈫ 無料記帳指導・税務相談 午　前　10　時 法 人 会 館
24日㈭ インボイス制度説明会 午後 2時30分 法 人 会 館
25日㈮ 源泉部会　研修会　 午後 3時30分 法 人 会 館
28日㈪ インボイス制度説明会 午後 2時30分 法 人 会 館
30日㈬ 第5回　理事会 午後 3時30分 アンフェリシオン

5日㈫ 無料記帳指導・税務相談 午　前　10　時 法 人 会 館
6日㈬ インボイス制度説明会 午後 2時30分 法 人 会 館
13日㈬ 決算法人説明会及びインボイス制度説明会 午　後　 2 　時 法 人 会 館
14日㈭ 第15回全国女性フォーラム静岡大会 午　後　 2 　時 ツインメッセ静岡
19日㈫ インボイス制度説明会 午後 2時30分 法 人 会 館
21日㈭ 税務研究部会　第51回　通常総会 午後 3時30分 法 人 会 館
23日㈯ 第44回社会貢献活動「まちをきれいに」 午前 9時30分 砂 町 地 区
25日㈪ インボイス制度説明会 午後 2時30分 法 人 会 館
26日㈫ 第1回　理事会 午　後　 3 　時 アンフェリシオン
7月

10日㈫ インボイス制度説明会 午後 2時30分 法 人 会 館
11日㈬ 新設法人説明会 午　後　 3 　時 法 人 会 館
16日㈪ インボイス制度説明会 午後 2時30分 法 人 会 館
17日㈫ 無料記帳指導・税務相談 午　前　10　時 法 人 会 館
20日㈮ 青年部会　第51回　通常総会 午　後　 3 　時 アンフェリシオン
24日㈫ インボイス制度説明会 午後 2時30分 法 人 会 館
26日㈭ 女性部会　第55回　通常総会 午　後　 2 　時 法 人 会 館
27日㈮ 源泉部会　第48回　通常総会 午後 3時30分 法 人 会 館
28日㈯ 第12回健康ウォーキング 午　前　 9 　時 大島小松川公園

3月

中止

4月

5月

◎ 各種研修会・説明会には、当会に入会されていない法人および一般の方の参加も可能です。お問い合わせは事務局
まで。　☎03‒3684‒2303

第
11
回
　
通
常
総
会 

　
　
　
　
創
立
70
周
年
記
念
式
典

　
開
催
日
　
6
月
16
日
㈭

　
会
　
場
：
ア
ン
フ
ェ
リ
シ
オ
ン
・
会
　
費
：
無
　
料

第
1
部
　
第
11
回
通
常
総
会
（
午
後
2
時
〜
）

　
第
1
号
議
案
　
令
和
3
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

　
第
2
号
議
案
　
令
和
3
年
度
決
算
報
告
承
認
の
件

　
報
告
事
項
1
　
令
和
4
年
度
事
業
計
画

　
報
告
事
項
2
　
令
和
4
年
度
収
支
予
算

第
2
部
　
創
立
70
周
年
記
念
式
典
（
午
後
3
時
10
分
〜
）

第
3
部
　
記
念
講
演
会
（
午
後
4
時
〜
）

第
4
部
　
記
念
祝
賀
会
（
午
後
5
時
10
分
〜
同
7
時
）

 

※
正
式
な
ご
案
内
状
は
5
月
上
旬
に
ご
郵
送
し
ま
す
　

欝欝欝欝欝欝欝欝欝欝欝欝欝欝欝欝欝

欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝

欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝 欝欝欝欝欝欝欝欝欝欝欝欝欝欝欝欝欝

▼
昨
年
₁₁
月
「
今
し
か
な
い
」
と

思
い
長
野
に
住
む
友
人
の
元
へ
。

₆₀
年
ぶ
り
の
感
動
の
再
会
。
家
か

ら
出
て
き
た
友
人
は
母
に
抱
き
付

き
号
泣
。
母
も
号
泣
。
連
れ
て
き

て
よ
か
っ
た
と
胸
が
熱
く
な
っ
た
。

二
人
だ
け
の
時
間
を
楽
し
め
る
よ

う
に
私
は
外
出
。
玄
関
に
出
た
私

の
耳
元
で
「
一
週
間
く
ら
い
迎
え

に
来
な
い
で
い
い
よ
」
と
聞
こ
え

た
。
爆
笑
す
る
私
。
真
顔
の
友
人
。

春
に
ま
た
来
る
と
誓
い
外
へ
出
た
。

晴
天
の
も
と
、
浅
間
山
が
微
笑
ん

で
迎
え
て
く
れ
た
。

 

（
衣
）

下記行事は新型コロナウイルス感染症の状況によっては中止または延期となる場合があります。
開催につきまして当会ホームページでご確認いただくか、法人会事務局までお問合せください。


